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 日本語学習に取り組まれている皆様へ  

2020年 6月 

公益財団法人 日本漢字能力検定協会 

 

 

BJT は通常どおり実施しています！ 
― CBT方式を採用 台北、台中、高雄の 3都市で受験可能 ― 

 

 

 台湾にて「BJT ビジネス日本語能力テスト」（以下 BJT)を実施している公益財団法人 日本漢字能力検

定協会からのお知らせです。 

 ＊BJTは台北市日本工商会より後援をいただいております。 

 

 世界的なコロナ惨禍が各種検定試験の実施にも大きく影響を及ぼしておりますが、BJTについては CBT

（Computer Based Testing)方式を採用しており、現時点で台湾での実施に影響はありません。通常どお

り台北、台中、高雄の 3都市 5会場（テストセンター）で試験を実施しています。 

 ＊基本的にテストセンターの予約が取れればいつでも受験可能です。結果も即日判明します。 

 

 詳細は BJT台湾サイトをご覧ください。下記の URLまたは二次元バーコードからアクセスできます。 

 

〈URL〉https://www.kanken.or.jp/bjt/tw/ 

 

 

 

 

 

 

■BJTとは 

 BJTは、ビジネス場面で必要とされる日本語コミュニケーション能力を測定するテストです。言葉によ

るコミュニケーションだけでなく、文章や図表、写真など、与えられたすべての情報を用いて、日本語

を理解、運用し、ビジネス上の課題に対して適切に対応する力を測定します。出題は合計で 80 問あり、

「聴解」「聴読解」「読解」の 3つのセクションで構成されています。 

 

 受験終了後、すぐに会場でスコアレポートが発行され、受験当日に結果がわかります。また、受験か

ら 3日後には成績証明書をピアソン VUEのサイト（BJTサイトからリンク）から印刷できます。 

 

 BJTは、1996年に特殊法人日本貿易振興会（JETRO、現在は独立行政法人日本貿易振興機構）が実施を

始め、2009 年に漢検協会が事業を継承しました。2020 年 6 月現在、国内 26 都市・海外 17 カ国・1 地域

において CBT方式で実施しています（国内外とも一部閉鎖中）。 
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■法務省入国管理局から証明基準として認められています 

 BJTのテスト結果は IRT（項目応答理論）に基づいた統計処理により 0～800点で採点され、J5～J1+の

6段階のレベルで評価されます。480点以上（J2）で日本語能力試験（JLPT）の N1 と同等です。 

 

 BJTのテスト結果は、入国審査における「在留資格認定証明書交付申請」の際に審査の参考資料として

も活用されています。また、レベルに応じて奨励金を支給するなど BJTを活用する日系企業もあります。 

 

 

 

 


